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◇ 東日本でも有数の規模を誇る総合国立大学
山形大学は、人文社会科学部・地域教育文化学部・理学部・医学部・工学部・農学部の６学部と
６つの大学院研究科（社会文化創造、医学系、理工学、有機材料システム、農学、教育実践）を備
え、約9,000人の学生が勉学に励む、東日本でも有数規模の総合国立大学です。今年度、6学部に
加え、社会共創デジタル学環が新設されました。大学院でも理工学研究科に数理情報システム専攻
が設置されました。

◇ 歴史と伝統
明治11年（1878年）の山形県師範学校の開校に始まり、昭和24年（1949年）に５つの教育機
関（山形高等学校・山形師範学校・山形青年師範学校・米沢工業専門学校・山形県立農林専門学
校）を母体に、新制国立大学として設置されました。昨年（2024年）には創立75周年を迎えた歴
史と伝統を受け継いでおり、優れた人材を多く社会に送り出しています。

◇ 県内に広がる４つのキャンパス
山形大学には、山形市・米沢市・鶴岡市の3地区に４つのキャンパスがあります。

人文社会科学部・地域教育文化学部・理学部のある小白川キャンパス、医学部のある飯田キャン
パスは、蔵王連峰のふもと山形市に、工学部のある米沢キャンパスは、最上川の源をなす吾妻連峰
のふもと、伊達・上杉藩ゆかりの城下町米沢市に、農学部のある鶴岡キャンパスは、日本海に近く
鳥海山・月山を望む米どころ庄内平野の中心にある鶴岡市にそれぞれ位置しています。各キャンパ
スそれぞれの地域の特徴を生かした教育と研究を行っています。

全学オリエンテーション（教育）
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山形大学の使命と基本理念
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３つの使命
○地域創生
○次世代形成
○多文化共生

５つの基本理念
○学生教育を中心とする大学創り
○豊かな人間性と高い専門性の育成
○「知」の創造
○地域創生及び国際社会との連携
○不断の自己改革



◇ 教育目標
山形大学は、「地域創生」「次世代形成」「多文化共生」の３つの使命と「創造性

及び豊かな人間性を有する人材を育成する」という教育の基本理念に基づき、新時代
に相応しい人間力を養い、知・徳・体の調和のとれた人材を社会に輩出することを目
指しています。

その目標を実現するため、学士課程においては、豊かな人間性と社会性、幅広い教
養と汎用的技能、専門分野の知識と技能を身につけ、地球的視野に立って地域の持続
的な発展に寄与することができる人材の育成に取り組んでいます。

◇ 卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）
山形大学は、教育目標に定める人材を育成するため、所定の期間以上在学し、豊か

な人間性と社会性、幅広い教養と汎用的技能、所属学部において定める専門分野に関
する知識と技能を身につけ、所定の科目を履修し単位を修得した者に学位を授与しま
す。

◇ 教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）
山形大学は、学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げる知識・技能などを

身につけさせるため、基盤教育科目、専門教育科目及びその他必要とする科目を体系
的に編成し、講義、演習、実習、研究等を適切に組合せた授業を開講するとともに、
成績評価基準に基づき厳格な評価を行います。
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◇ 「人間力」を育てる３年一貫の学士
課程基盤教育
平成29年度（2017年度）から、基盤共通

教育と基盤専門教育を連動させた３年一貫の
学士課程基盤教育プログラムをスタートし、
３つの基盤力「学問基盤力」「実践・地域基
盤力」「国際基盤力」を育成しています。基
盤力テストを実施することにより、学生の到
達・達成度を可視化し、学生自身が自らの学
びを振り返ることのできる自己学習力を育み
ます。
基盤共通教育は、総合大学の利点を生かし

た幅広い教養教育と学問の実践に必要な学習
技能・知識・能力の修得及び社会に出たとき
に力強く生きる力「人間力」の基盤をつくる
ことを目的としています。
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山形大学の教育－大学院基盤教育－

５

◇ 大学院における研究科横断的な教育
令和３年度（2021年度）から大学院教育

において共通科目として基盤教育科目・基礎
専門科目を開講しています。山形大学の社会
的使命である「地域創生」「次世代形成」
「多文化共生」の３テーマについての講演／
グループワークに参加することで、領域横
断・異分野連携型の学修を深めることを志向
しています。
また、山形大学では文理（分野）に関わら

ず知の基盤となる全学共通開講科目と各研究
科の専門性を他研究科に開く各研究科開講科
目の二本柱で構成される基礎専門科目群での
教育に取り組んでいます。



◇ 「山形大学将来ビジョン（2022年）」における教育のビジョン

山形大学は、地域・社会の『コモンズ』として、学生と地域の人々をつな
ぎ、多様な『共育』環境を生み出しながら、学生が自分の成長を実感できる
学びを提供していきます。社会のいかなる変化にも対応できる『深く考え実
行する力』と『果敢に挑戦する心』を持ち、他者と力を合わせて持続可能な
幸福社会を創りあげる人材を育てます。

◇ ２学期４ターム制の導入

対面とオンライン教育の効果的な組合せを検討し、かつ８週単位のインテ
ンシブ教育を実現するため、２学期４ターム制により学修効果の向上を図り
ます。

◇ 「山形大学教育改革グランドデザイン2030」

本学を取り巻く現状、山形大学の存在意義、強み及び課題を踏まえ、“教育の質
改革”と“教育推進の経営改革”を一体的に進めるための「山形大学教育改革グラ
ンドデザイン2030」（YU-Ed2030）を策定しました。これにより本学の機能を高め、
2030年を目途に本学を持続可能な大学へと転換していきます。
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◇ 基盤共通科目の目的
学ぶ力の基盤を育成する基盤共通教育では、学問の実践に必要な基本的能

力と健全な批判精神に裏打ちされた幅広い知識、学びを応用していく上で不
可欠な豊かな人間力を身に付けます。

◇ 科目構成

全学オリエンテーション（教育）

山形大学の教育－基盤共通科目の概要－

７

導入科目 大学での学びの基本を身に付ける

基幹科目 学問的志向性を育む

教養科目 学問の多様性を知り、知識の幅を広げる

共通科目 学問の実践に役立つ知識や能力を修得する
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山形大学での学び－１年次－
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入

学

１ 年 次

基盤共通教育
高校から大学へと接続する、学際と協働の学び

３つの
基盤力を
育成

●プレゼンテーションやグループワーク、レポートの書き方等、大学での学び
の基本を身に付けます。
●「人間・共生」「山形」をテーマにそれぞれから学問の面白さを実感します。
●専門分野に関わりなく、さまざまな学問分野に接し学ぶことで、学問の多様
性を知り、知識の幅を広げます。
●外国語によるコミュニケーション能力、数学、自然科学の基礎知識や情報処
理に関わる能力といった学問の実践に役立つ知識や能力を習得します。

学部の
垣根を越え
学び合い
成長できる
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山形大学での学び－２年次以降－

９

２ 年 次 以 降

卒

業

基盤専門教育
卒業研究や大学での学びにつながる多様な研究
を背景とした学び

先進専門教育

卒業論文研究

農学部

工学部

人文社会科学部

地域教育文化学部

理学部

医学部

鶴岡キャンパス

米沢キャンパス
小白川キャンパス

飯田キャンパス

身に付けた
基盤力を

基盤専門教育で
さらに磨き
それぞれの
学びへ

社会共創デジタル学環
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基盤共通教育の授業
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スタートアップセミナー（導入科目）
調査・ディスカッション・プレゼンテー
ション・レポート作成の４技能を習得しま
す。オンライン・オンデマンド教材とAA
（ピアメンター）やICTを活用し、少人数
クラスで実施します。

フィールドラーニング－共生の森もがみ
（基幹科目）
自然豊かな山形県最上地域でのフィールド
ラーニングをとおして、地域の文化や歴史、
自然、環境等だけでなく、過疎化、少子高
齢化等の現代日本が直面する諸問題を地域
の人たちと共に学びます。



全学オリエンテーション（教育）

基盤共通教育の授業
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コミュニケーションスキル１（英語）
（共通科目）
グローバル・スピーカーの教員による対面
学習にオンライン学習を取り入れることで、
アクティブラーニングを促進し、４技能
（読む、聞く、書く、話す）を総合的に向
上させます。

みずから学ぶ（導入科目）
自分の学習目標を立てて、それを実現
するための方策を考え、定期的に振り
返り修正を加え、見通しを立てながら
目標を達成する自律的学習を実践しま
す。



◇ 基盤力テストとディプロマ・サプリメントについて

本学独自で開発し、平成29年度（2017年度）から、基盤力テスト（学問基盤力、
実践地域基盤力、国際基盤力から構成される本学独自で開発、実施）を導入していま
す。さらに、教育の質保証を強化する取組の一環として、令和３年度（2021年度）卒
業生から、個々の学生の具体的な学習の到達度や達成状況を、レーダーチャート及び
文章の補足等により可視化することを目的に、卒業時にディプロマ・サプリメントを
交付しています。
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教育の質保証－ディプロマ・サプリメント－
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基盤力テスト



◇ 医学部・工学部・農学部の２年次への進級条件について

小白川キャンパスから各学部のキャンパスに移るために必要な単位数の

最低条件が定められています。

◇ 問い合わせ窓口について

内容により窓口が異なりますので、大学ＨＰ等をご確認の上、お問い合わ

せください。

◇ 新入生オリエンテーションについて

各学部で実施されます。日程等は大学ＨＰでも確認できます。参加が難し

い場合、やむを得ず欠席する場合は、所属する学部の「教務関係について

（授業に関すること）」の担当窓口へ連絡してください。

◇ アドバイザー教員について

修学上及び生活上の相談に応じるため各学生にアドバイザーをおき、各学

部の教員がこれに当たっています。学習などの相談に、助言を与えてくれま

すので、積極的に相談してください。

全学オリエンテーション（教育）

おわりに－これからの学びのために－
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人とつながる

地域とつながる

世界とつながる

そして未来の自分へとつながる

そんな学びを山形大学は全力で支援します

ご清聴ありがとうございました

全学オリエンテーション（教育）


